
学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方等に関するガイドライン（概要） 

 

１．ガイドラインの趣旨等  

各学校・教育委員会や個々の教師が，それぞれ創意工夫を生かし，児童生徒の学習を充実

させたり，教科書の内容へのアクセシビリティを高めたりするための道具の一つとして学習者用

デジタル教科書を活用することを目指す。 
 

２．学習者用デジタル教科書の制度概要  

（１）学習者用デジタル教科書に関する法令改正の概要 等 
 

３．学習者用デジタル教科書の効果的な活用の在り方について  

（１）新学習指導要領におけるＩＣＴの活用の在り方 

新学習指導要領の実施を見据え，「2018 度以降の学校における ICT 環境の整備方針」や

「第３期教育振興基本計画」において，ＩＣＴ利活用のための基盤の整備を推進。 

（２）学習者用デジタル教科書・学習者用デジタル教材の主な学習方法等の例 

○学習者用コンピュータで使用することにより可能となる学習方法 

（拡大表示，書き込み，保存・表示，機械音声読み上げ，背景色・文字色の変更・反転，ルビ 等） 

○他の学習者用デジタル教材と一体的に使用することにより可能となる学習方法 

（音読音声，文章や図表等の抜き出し，動画・アニメーション，ドリル・ワークシート 等） 

○他のＩＣＴ機器等と一体的に使用することにより可能となる学習方法 

（大型提示装置等に画面表示，ネットワーク環境を利用して書き込み等を共有 等） 

（３）学習者用デジタル教科書の活用方法の例 

○個別学習の場面 

（試行錯誤する，写真やイラストを細部まで見る，学習内容の習熟の程度に応じた学習を行う） 

○グループ学習の場面 

（自分の考えを見せ合い共有・協働する） 

○一斉学習の場面 

（前回授業や既習事項の振り返りを行う，必要な情報のみを見せる，自分の考えを発表する） 

○特別な配慮を必要とする児童生徒等の学習上の困難の低減 

（教科書の内容へのアクセスを容易にする） 

○その他 

（学習内容の理解を深めたり興味関心を高めたりする，教師の教材準備や黒板への板書の時間を削減

し児童生徒に向き合う時間を増やす，児童生徒の学習の進捗・習熟の程度や学習の過程を把握する） 

 

４．学習者用デジタル教科書の使用に当たり留意すべき点について  

（１）学習者用デジタル教科書を使用した指導上の留意点 

（２）学習者用デジタル教科書を使用する教職員の体制等の留意点 

（３）児童生徒の健康に関する留意点  

（４）特別な配慮を必要とする児童生徒等が使用する際の留意点 

（５）学習者用デジタル教材についての留意点 

（６）ＩＣＴ環境についての留意点 


